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「こうえん」などの「あんぜんなばしょ」で、あそびましょう。

ぶつかるかもしれません。

　どうろにでるときは、かならずとまって「右
みぎ

、左
ひだり

、右
みぎ

」をたしかめましょう。

※　くるまがおおく、あぶないとおもったら、むりをしないで、おとなの人
ひと

にそう

　だんしましょう。

こたえ１

　「どうろ」は、くるまやバイク、じてんしゃ、あるくひとが とおるところです。

「どうろ」では、ぜったいにあそびません。

こたえ2

　ボールをおいかけて「どうろ」にとびだすと、はしってきた くるまやバイクに

こたえ３

　どうろのすぐちかくでまっていると、まがってきたバスやトラックにぶつかる

こたえ４

　あおいろしんごうの てんめつは、もうすぐ「あかいろ」になるあいずです。

てんめつ しはじめたら、わたらずにつぎの「あおいろ」までまちましょう。

かもしれません。

※　わたっているとちゅうで、てんめつ しはじめたばあいは、わたりおえるか　

　あんぜんなところまでさがって、まちましょう。

  ひきかえすか、あんぜんを かんがえてこうどうしましょう。

こたえ５

　「ほどう」があるところは、「ほどう」をあるきます。「ほどう」をあるくときは、

くるまがはしる「どうろ（しゃどう）」から はなれたところをあるきましょう。

「ろそくたい」があるどうろは、「白
しろ

いせん」のうちがわを あるきましょう。

こたえ６

　「ほどう」がないどうろは、どうろの「右
みぎ

はし」をあるきましょう。

こたえ７

　どうろのはしの「白
しろ

いせん」は、「ろそくたい」といいます。


